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らllllらかにする (4革).Φ 路外の荷捌き施設で

の荷捌き活動時間紗算縮式を明らかにする (5

章).〇 そしてその荷務1き活動時間を考慮した

荷捌き駐車スペース数の概数を明らかにする

(6輩)。

1.4 本研究の位置付け

貨物車の荷捌き活動時間に関する既存研究

として、貨物車の駐車時間と、駐車場所かる納

品先α)施設までの距離との関係を明らかにし

ているt)のはある。秋lllら1)は、駐停革行動を、

駐停車場所での荷物の積み降ろし行動、駐停申:

場所から焦配先までの横持ち行動、建物内での

焦配行動の3つ に分類 し、駐停車時間ヘグ)要因

を分析している。要因として、策荷 ・配送荷物

lllFil数、横持ち搬送距離、策荷 ・配選先建物階数

の3変 数を取り11げ、駐停常時間とψ)関係をり|

らかにしているゥ

本till究では、荷場1き活動時間を3つ ¢)活動時

間に麻日し排出1式を設定している.そ してその

1真「1製閣をllllいかにt⌒それをナ問い、荷捌き駐

伸:スペース数を彿||‖していることに特徴があ

る中

2.本 研究の用語定難

2.1 荷捌き活動と荷構1き活動時間1)

荷拐|き活動は、Φ貨物び)荷降し、の駐坤i場所

から配送先までσ)イ主路横持ち搬送、O建 物内で

の縦持ち搬送、の搬送先における納品、O腐 り

の縦持%搬 送、Φ搬送先から駐胤場所への戻り

の復路横持ち搬送、⑦車曲iへの賀物グ)積込み、

の7つ と,~る (表…1、 辮卜1).

また荷拐1き活動時間は、機み降ろし時間 (⑪

+〇 )、横持ち搬送時間 (ω■◎)、縦持ち搬送

時間 (③十⑤)、納品作業時間 (0)の 4つ で

あるが、本研究ではO建 物内での縦持ち搬送、

④配送先における納品、の戻りの縦持ちn4・厳を

建物内滞在時欄とする.

ゆ伽ζl魃
・m莉

C

t _ヲ
・・

          (》t
圏…1 荷811き活動の概念紛

よつて、本研究では、荷拐1き活lfJl時間は積降

し時間、横持ぢ搬送時間、建物内滞在時間の3

つの精勘時間から構成される (表-1)。

2.2 荷捌き駐車スペ…ス

荷拐1き駐革スペースとは、術拐1き活6Jlをする

ために餓物常を駐‖させる申:常である。そのた

め攣なるスペースだけで4tく、搬物の機降しや

荷台α)ドアのllll開が
'可
能な1‐分なスペースが

必、製である.

また荷籾1き馬主申:スペ…スのllli需数のことを

荷柳|き臓llliスペース数とする。

2.3 荷捌き施設

荷拐|き施設とは、荷初1き織申:スペースと貨物

距の地路節の荷初1き活動を行 うスペースを含

む施設のことである。本fJl・究の研究対象とする

路外の荷初|き施設とは、道路外にある荷初1き施

段α)ことである。

3.本 研究の考え方

3.1 荷811き駐車スペース数の算出式船00

荷」Jllき施設のスペース数(台分)は、賀物車集

中原単位、用途別床面積、貨物車ピーク率、荷

拐1き活動時間から求まる駐車llll転数の逆数、か

ら算出が可能であり (式1)¢ )ようになる。

PttCxFxλ x1/R A(式 1)

PI荷 拐1き雛車スペース数(台分)
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明らかにする。

調査の結果、路外荷捌き施設と路上駐車を比

較すると、1駐車における貨物革への往復lLll数

を示す搬送篠篠潮数は約 0.7(鶴 )多 い。1駐

車に瑯けるドライバーの搬激距離は 195,9(m)

長い。1駐 車における搬送件数は約 0.3(件 )

多い。以11から、荷JJllき施段を利用することに

より異なる荷初1き活動実態を考慮しなくては

ならない (表…3)。

4.路 外荷拐1き活動時間の特性式

4.1 路外荷拐1き活動時間の特性式の設定臓

的

路外の荷拐1き施設において、荷拐1き駐霊スペ

ース数を変化させる荷拐1き活動時間は、様々な

要因で決定されると考えられる。本常以降では

路外荷拐1き施設を申llllしている命沢IIT片町地

区の調査データをJllいて、荷場|き橋llJJ時間を変

化させる要因項日を示す。そして、路外荷捌き

活動時間の特性式を設定する。

4.2 路外荷捌き活動時間の特性式の設定方

法

路外荷拐1き活動時間を変化させる要閣項閉

を明らかにする。そのために、① ¨̂駐1囃あたり

の集配区分 (配送 ・集荷 ・集配)、②…朧‖あ

たりげ)主要搬送手段 (手持ち ・台革)、③…駐

車あたりの主脚荷姿 (段ボール ・オリコン・バ

ッグ ・封筒)、④…駐車あたりの搬継個数、⑤

…駐車あたりの搬送距離、⑥…駐車あたりの搬

送件数、⑦…駐車あたりの搬送往復llll数の7つ

の調査項目で分析をFfう。

まず、荷欄1き活動時間 (T)を 構成する3つ

の活動時間 (Tl:積降し時間、T21横持ち搬漱時

間、T3i ltl物内滞在時間)に 分解する。これは

横持ち搬送、建物内活動 (縦持ち、納品)吟 そ

れぞれで、3つ の活動時間 (Tl、T2、T3)を 変

化させる要因項目が異なると考えるためであ

る。

表‐4 荷811き施設における翻鶯項目別の3

つの活動時間の相閥係数 (金沢市片町)

調査項欄
機降 じ

時間
:11

横持 ち

搬送時間
:T2

建物内

滞在時間
・ 11

0鶴 醜藤分 0.07

D十 暮機撲撃陽 0.33

0摯 辱構馨 0、17
ハ
Ｖ

鋤搬 送 lEl数 0.61 0 65 0 69

搬送距離
Э搬撲偉数 0 63 0,75

動搬 送往 籍回数 0.81 0,73

次に、3つ の活動時間 (Tl、T2、T3)と 因果

関係のある調査項 目との相関分析をFTい相関

係数の大きい調査項 間を製閑嘆 間として抽趾1

する。本研究では、簡易的に3つ ¢)活動時間(Tl、

T2、T3)の特性式を求めるために要因項間を1

つ抽艤|する.

そして、抽|‖した製閑項間を脱り1変数とし3

つ¢)活動時間郷|の特性式を設定する。そして、

3/‐pの活動時間特性武σ)介r卜が荷欄|き活動時

間の特性式である。

4.3 路外樹拐1き活動時間の特性式の設定

(1)積 降し時間の特性式の設定 l Tl

欄盗項 目と機降 し時間(Tl)には以下の閑巣

躙係が考えられる。■要樹餐(③)が大きく、ま

た搬激個組 ④)が多いとTl力`大きくなる。ま

た、搬送個数が多くなると、搬送件数(◎)が多

くなり、搬送往復llll数(0)が多くなり結果とし

てTlが増力‖するψ

そのため、繊降し時間と③、の、⑥、⑦の相

脚分析の結果、Tlと 相関が…番強いのは搬送

往復lill数であつた(r露0.69)(表…4)。

次に槻降し時間を、搬送往復脚数を脱pll変数

とし艤醐帰分析により特性式を設定した。この

とき 有意水準 を 5%と した とき T値 |ま

6.34(〉1,96)となり、95%の信頼度で影鶴を与え

る要因とみなせる。

Tl議103.52X α-35.32 (R2議0,4‐8)

Tl:機 降し時間(秒)
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γ=0.009×β+0.64

(R2・0.84)(有意水準 5%,T値=7.31)

γ :搬送件数(件)

β:搬送距離 (m)

次に、これらα、γを (式2)に 代入する。

そうすることで搬送距離による路外荷拐1き活

動時間の算出式を設定する。

また、ここでの搬送距離とは、一駐車あたり

の貨物車から搬送先までの往復の距離である。

そのため搬送距離を0.5倍することで、荷捌き

施設と搬送先までの距離 とみなすことができ

る。この貨物車から搬送先までの距離を搬送圏

域距離(δ)とする (式3)。

路外荷拐1き活動時間(T)=4.66β+458.50

=4.66(2δ)+458.50

=2.33δ+458.50

… (式3)

T:路 外の荷拐1き施設の荷拐1き活動時間(秒)

β:搬送距離 (m)

δ:搬送圏域距離 (m)

6.路 外の荷捌き活動時間の算出式を考慮 した

荷捌き駐車スペース数の算出

6.1 路外の荷捌き施設を利用 した荷捌き駐

車スペース数の算出の目的

荷捌き駐車スペース数の算出には、荷捌き施

設の駐車回転数を考慮 しなくてはならない。そ

の駐車回転数は荷拐1き施設 と搬送先までの搬

送圏域距離によつて大きく変化する。本章では、

荷拐1き施設から搬送先までの搬送圏域距離の

変化による荷捌き駐車スペース数の変化を明

らかにする。

6.2 荷捌き駐車スペース数の算出の方法

荷拐1き施設のスペース数 (台分)は (式1)

から貨物車集中原単位、建物用途別床面積、貨

物車ピーク率、駐車回転数の逆数から算出する

ことが可能である。荷拐1き駐車スペース数の算

出の方法として、まず過去の調査から貨物車集

表-5 搬送距離 `搬送件数 ・搬送往復回数の

相関係数

搬送

距離

搬送

件数

搬送

往復
同獅

搬送距離 1

搬送件数 0.91 l

搬送往復回数 0.82 0.87 :

中原単位 と貨物車ピーク率を固定し設定する。

そして、5章 で算出した搬送圏域距離により

荷捌き活動時間と用途別床面積を変化 させる。

6 3 荷捌き駐車スペース数の算出

(1)貨 物車集中原単位と貨物車ピーク率

貨物車集中原単位 と貨物車ピーク率を設定

するにあたり、過去に実施 した調査のうち、平

成 15年 に東京都市圏交通協議会で実施された

端末物流調査 (船橋、横須賀、町田、川越、銀

座)を 利用する。

端末物流調査のうち横須賀地区・船橋地区に

て貨物車集中原単位を求めている。調査の結果、

貨物車集中原単位は、最頻値 ・平均値 。中央値

で大きく異なっている。本研究では荷拐1き駐車

スペース数が不足 しないように、3つ の値のう

ち大きい値である平均値を採用する。

そのため、本研究では、2地 区の合計の平均

である431(台/ha。 日)を採用する (表-6)。

端末物流調査のうち5地 区にて貨物車ピー

ク率を求めている。ピーク時間帯は物販店や飲

食店が開店する 10時 台と言われている。貨物

車ピーク率は5地 区合計では 15%と なってい

る。そのため、本研究では、貨物車ピーク率を

15%と する (図-2)。

なお、町田地区で貨物車ピーク率が 9時 台で

20%と なつているのは、H時 から歩行者天国

になることが原因であるため特異値 といえる。

(2)用 途別延べ床面積

本研究では、搬送距離は荷拐1き施設から搬送

先まで直線的に搬送できると仮定する。その場

合、搬送圏域距離を2乗 し円周率を乗じること、

柳

る

直

ま

ビ

ス
ｏ

外

て

ｏ

て

く

立

“

そ

荷

す

地

　

乗

き

　

じ

る

ま

区

都

般

π×

(3

歴

域諄

F(

(ρ=

2倍

る。

そ

×

すそ

逆タ

(4

(

と、

り2

P=

=41

０

．

　

．
．

‥

一一
　

Ｐ

　

δ

-214-



-91Z―

マ)廉涯il¥⑦園割唾晏早隠攣彰制ツ■軍燿

)彫控Ψ)到回工|=11■7499・I、γ平⑦マШ

判暉晏昇llF単解士
｀
a専7¢96・シ891ワr77

■Yり認(尉Z⑦謝劃駒図警冊)瑠副果冊解士

⊇1(8¥)27-°2準習立影早62■1)聯尋⑦

¥蟹
｀
677音響需章い

'7'7)蚤
で、7ソー

ンゾ車瑠⑦影早687'TコルΥ
｀
音響⑦ツ

°

'準
7聯アーンゾ車瑠孝逓力)図碑珈軍認

影米⑦凝ゾーンア⑦濯軍♀llu型⑦彰剤γq用

意)レ¥77♀需章
｀
97⑦ツ

°
7q?漱Ed十

｀
■1)rr｀、77、1)η用章認肇里彰祥コ1漱Ed,

準?興′中尋燿騨早llu単■1)シΥ
。
992(ЩOZI)

副¥中⑦駒園熙翻⑦―、/ン4Hワ

`1繁

コ1如イ

■1日米
°
,マ)影尋01■1準ゾーンゾ)濯軍早

llg型、γり団⑦8-国
°

`影

認準コイマ孫ゾーンソ

車馴⑦珈イ
｀
コ1中7'準燿誹尋レ¥7η=濯

戦η07聯Y―vYttT雪7η用章ユ軍用章マ

聯Y―vY車瑠0コ驚如単単y専当|!fユ(9)

(回)
聯■回
車職

d

(影早)
聯Y―vY
車珀早晰単

[=口]91
∽一
輸

Y

〔%〕009×〔%〕08×〔●Ч〕γ(0000,/z9)
＞
当
日

四
里
平

＜
■
略

[=回 10,

(日・●Ч/早)
■宙当

中斎車略導
0

副0=馨0

9■9羊用章畢聯Y―vY車瑠早lll単 乙―準

(%)華4-コ車陥草0コ■9 乙一国
‖●0コ霊‖貯コ聘I彫殺・ヨ鷲群

"1｀
国鷲田珈コ`

"ヨ“

■`711ヨ驚S(黎

単阜阜ネ黒単皐黒阜阜
ロトロトロトロトロトロトロトロトロトロト

ヽ
ヽ

辮

%8卜恥τ/

00Z担尋コ聘Z

00Z獣erJ

01,
Ａ
Ｖ

Ａ
υ夏彰撃

到¥中到麟士動野喜

(Ш)調劃駒園警搬:9

(影早)聯アーンア草調昇llu禦:d

(レΥ)…・2τgs6600・0+」
9`9ι000・0=

し“け蒜)矧卜囀∞∞刈"=
WI×γ×I×Э=d

°
992⊥て6

T(I¥)■1孫ゾードゾ車調♀階攣⑦彰割
｀
7

'ヽ

A日そイー/4ゝ/779膨)(8)～(I)

軍用章0聯Y―vYttI雪早晰単0平悧(ツ)
°
,7)摯尋回車瑠、噂黎

⑦孫動回車馴)■2°9準率)OTコ1マr,準

判2(α)09・89レ+〔乙/1×(2z9」/92・0)〕×

88・Z認(C)0098■1(通)孫尋回車珊
｀
97⑦ツ

02

留よ馨皿0準?彰祥
｀
■IV｀9ι・0■10y｀尉z

⑦翻割財士
｀
■ld｀繁■

°

'、

A日尋(1つち
=グ

)

①¥ψ⑦靭副解士⑦ I10qdЩ2Э J

SOШ2f■`1)rr°2留こ瑠副昇搬財士⑦謝副聯

園警維1鋼魏警冊9孝7董力)断尋回車瑕

聯騨回車瑠(8)

°
2↓7(2Ч)9×8・0×2

×Z9=J■1(J)肇里¥vttngy日
｀
97⑦ッ

°
2準7%009)η?碑り単興′中寺明副

―
｀
97⑦2°9マ)%009■1)図驚単|lr不僻

単軍き単募彰攣晋|lr半申ン
°
%oo8■1図●減き図

¥中解単軍
｀
、γ97マ=γ)a晰図%ool)準

%0081～%00Z6Tコ1図碑ヽ1輩肇彰
｀
γ準

°

'
準7%08孝卿謝―■1華ヽAy啄騨979ヽ1)q

=野2濯騨業製)■7廓驚7ビヽ1)影控V
°
9♀

ょ、γマrヮ準甲章そ肇里¥啄到)マr,Q¥

脅素肇彰マ素lヽyヨ⊇1肇里驚准)rr｀7準
°
2準?難里騨

准孝αヽ準¥認ツコ
｀
)■2°2早)卜γ7r'手

7(ZШ)駒図果搬そ日7η7月′中認櫂軍早降攣

旱
ヨ
導
湮
田
＝
世
”

辮

Ю

”

Ю

粗

町尋)コ粛当中当車略草0聾馴口墓彫聾 9響




